
令和6年度喫煙調査結果報告

当財団では利用者の喫煙状況を調査し、情報提供を行っています。

身近な喫煙の実態から課題を見つけ、健康寿命の延伸や生活習慣病予防につなげることが目的です。

令和6年度に行った調査の結果について、下記の通り報告いたします。

■対象：令和6年度に当財団を利用し、喫煙に関する問診にご回答いただいた10,950名

■喫煙率結果

■喫煙率全国比較 ■喫煙率経年比較

※1：令和5年国民健康・栄養調査より引用

■喫煙種類経年比較

まとめ

令和6年度調査結果として、

・喫煙率は全国を上回り、経年での変化はほとんど見られなかった。

・喫煙種類については、紙たばこの使用割合が減少傾向にある。

経年で喫煙率の変化が乏しいことから、禁煙へのアプローチ方法が課題として挙げられる。

令和7年度には一部禁煙補助薬の出荷再開が予定されているため、情報提供をしていきたい。

対象人数 喫煙者 非喫煙者 喫煙率

男女計 10,950 2,271 8,679 20.7%

男 5,399 1,808 3,591 33.5%

女 5,551 463 5,088 8.3%


